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社会科教育の立場からみた国際理解教育の問題点
－国際理解教育への社会科教育からのアプローチに関する研究（1）－
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Some Problems on "Education for International Understanding"

-Approach from Social Studies
to "Education for International Understanding"(1)-

lはじめに

日本における国際理解教育は，1953年ユネスコの呼びかけに応じて「国際理解教育協同

実験活動計画」に参加したことに始まるという（日本ユネスコ協会国内委員会1971）が，

その後，広がりの点では必ずしも十分ではなかったとはいえ，着実に進展していたように

思われる。しかし，1970年代半ばからは，このユネスコ主導の国際理解教育は停滞（西脇

1993）するが，やがて日本のいわゆる国際化時代到来の認識の高まりとともに，再びその

重要性が指摘されるようになり，学校教育の現場をはじめ教育各界において，国際理解教

育へのより広汎で，より多様な理論的ならびに実践的な取り組みが，期待されてきている

のである。

筆者らは社会科教育に関わるものとして，国際理解教育への社会科教育サイドからのア

プローチの問題に強い関心を寄せ，これまで若干の論考や実践記録を公けにしてきた（米

地1977，久保1992など）が，さらにこの問題に対する研究グループを作り，研究・実践を

進めることとなった。本稿は，その第一報として，社会科教育の立場からみた国際理解教

育上の問題点の所在を指摘し，我々の今後の研究の立脚点を示すものである。

‖l国際理解教育と社会科の関わり

筆者らは国際理解教育の根幹は社会科領域の教育であると考える。

日本の国際理解教育の源流は，江戸時代の西川如兄の「増補華夷通商考」や，明治の初

めの福沢輸吉の「世界閲姦」などに遡るのかも知れない。鎖国体制の中でも，海外への関

心は強く，もちろん近代日本の国際社会への船出にあたっては，数度の海外使節団の派遣，
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お雇い外国人の招傭，海外への留学生の派遣，などのルートを通じて，また教科書や啓蒙  

書を用いて，海外事情を急速に学ぶ必要があったのである。これらは，現今使われている  

意味での国際理解教育にはあたらないかもしれないが，国際理解への強い欲求は，長く日  

本人のなかに生き続けていたといえる。それらは，一方では国際社会に組み込まれてゆく  

中で海外からの技術移転や政治経済文化の諸制度の導入を目的としているとともに，その  

基盤として国民に実利的な知識を与えるためのものであり，他方では日本人の遠い未知の  

世界への憧れをかき立てるものでもあった。   

しかし，現在の日本人は，すでに国際的な政治経済の枠組みの中で中心的な役割を果た  

さざるを得ず，反面，溢れんばかりの海外の情報が流入する中にあり，国内においても多  

くの外国人と接する機会が激増し，かつ海外渡航も日常的な行動になってきている。子ど  

もたちの生活にすら，その影響が及んでおり，生活科的な学習のなかに国際理解教育に関  

する内容が組み込まれるのは，決して奇異なことではなく，当然のことと認識される時代  

を迎えつつあるといえよう。   

かつての地理をはじめとする（現在の社会科に相当するところの）分野における海外に  

関する教育は，遠い世界についての非日常的な知識の詰め込みになりがちであり，世界を  

身近なものとして，その中に生きてゆくための能力を与えるものとは，はとんどなり得な  

かった。このような欠陥は，外国語教育にもみられ，例えば戦前の中等学校などにおける  

英語教育が読み書き中心であったため，今もその尾を引きずっていて，話す，聞く，とい  

う能力がなかなか身につかないというような点にもみられる。   

外国語教育が・（外国語教育関係者の反論を恐れずに言えば）skillの伝硬にとどまり  

がちであるのに対して，社会科教育はskillのみならずspiritないしはsoulに深くかかわ  

るものであって，より深い国際理解をもたらすものである。もちろん，古くは言霊といっ  

たはどの，言語のもつ役割を過小評価するわけでないが，社会科的な裏付け（をどちらの  

教科で学ぶかは別として）を欠いた外国語学習は，やはりskillにとどまるであろう。こ  

こでSkill，Spirit，SOulなどの英語の語彙を用いたのには他意はなく，外国語教育に敬  

意を表して，それらを用いることにより，日本語の持ちがちな手ずれした特殊日本的感覚  

を避け，国際的？な概念に近づけようとしてみたのであり，その背景には欧米の文化を中  

心とした精神的世界や実務的技術の概念の方が国際的なものとして一般化しやすいという  

事情があるからである。（欧米中心ではなく，アジア，アフリカなどの文化についても重  

視すべきであるが，これについては別に論ずる。）   

すなわち国際理解教育においては，その広い関連領域の中でも，特に床としての生活科  

（社会科を中核とした）領域の学習と，柱として地理的分野を中心とした社会科的領域の  

学習があり，それに支えられた屋根としての外国語学習とがあるわけで，三者の相乗的効  

果が期待されるのである。   

その社会科的領域に関しては，これまでの知識偏重の教育から，経験学習的な教育への  

指向が強まりつつある。そのような動向と国際理解教育との関係について，水間（1993）は  

「国際理解の学習においては外国を訪ね，現地の人々と生活をともにする場面を想定した  

り，外国旅行計画を机上で考案したり■…といった体験的学習」を提言し，そのような「疑  

似（と同氏は書いていないが）体験学習」や留学生との交流会などの活用を社会科の新学  

力観による「国際理解学習」の見直しとしている。   
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しかし，これに対して，酒井（1993）は，「世界の地誌的理解なくして，国際理解は奉り  

えない」と述べている。筆者らは，この見解に同感する点もある反面，このようには簡単  

に割り切れない一面もあることも感じている。   

その同感する面とは，一種の世界地理先修論（例えば岩本1986，山口1990などにみられ  

る）的な側面である。世界のほとんどの国ないし地域においては，世界地誌は小学校4な  

しい5年生から学習している。日本では6年生でようやく国際理解の内容が新設されてい  

るが，学習指導要綱の表現によると「我が国と経済や文化などの面でかかわりが深い国」  

と限定した上，その中からいくつかをとりあげて，しかもその国の地誌的把握ないしは地  

域的特色の把握ではなく，日本に住む学習者たちの生活とその国の生活を比較し，相違点  

などを理解させる．という，いわば三つのフィルターのかかった学習である。したがって，  

このような学習では．地誌的な総合性・全体性に欠けがちで，断片的で，慈恵的な選択を  

受け，日本との生活の比較という部分的，一面的把握にとどまる可能性が高い。もしも国  

際理解学習という錦の御旗のために，その基礎たるべき世界地誌学習がおろそかになるな  

らば，本末転倒であり，国際理解教育は基礎のない根無し草になる恐れがある。   

反面，世界の地誌的学習において，ある程度の達成度を得ることは，小学校段階では，  

かなり困難であるということもまた確かである。中学校，高等学校と，より高年齢の段階  

においては，多くの情報を体系的に組み立てて，全体的な理解が得られるようになること  

が期待できるが，小学校段階では，典型的な事例を通じて「窓」を開け，さらに「戸口」  

に広げてゆく，というあたりまでの到達ということになるのではないか，とも考えられる。  

言い換えれば，まず点を学び，ついで線に繋ぐ段階程度までが小学校レベルであり，やが  

ては面に広げる下地が培われるならば充分といえるのではないか，という見方もある。  

元に戻って，前途の世界地理先修論的立場に立てば，次のような三層の構造の確立を目指  

すことになる。  

生活科体験学習の一部としての国際理解学習  

†   

社会科学習の一部としての国際理解学習  

†   

世界地誌学習  

しかし，後段の点→線の流れを重視する（一種の同心円拡大主義のバリエーション的  

な）論議の立てば，この矢印はおおむね逆の形である。この場合，フィルターばかりかバ  

イアスのかかった学習とならないよう留意せねばならない。   

新学習指導要領の執筆にかかわった池澤（1989）も，中学校での「世界とその諸地域」  

学習の中の各項目について，こう述べている。  

「前半の『多様な世界』は，地理的分野の導入部であり，外国に関する知識もまだ不   

十分で不確かな状態の生徒を対象にすることから，生徒の発達段階に応じて無理のない   

学習ができるよう特に配慮して設定されたもの」   

「中学校入学時の生徒は，多かれ少なかれ小学校時代にテレビや書籍を通じて世界に   
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関するさまざまな知識を身に付けてきているが，一般に，それらの既得知識は断片的で   

誤解も多く含んでいる。それだけに，これらの項目では，それらの既得知識を生かし，   

整理，是正し，さらに拡充する学習が期待される。」  

とすれば，小学校における国際理解学習で学んだものは，少なくとも断片的で（その上，  

さらに誤解をも含む可能性もある），ヰ学校において，ようやく世界の諸地域の総合的な  

把担ができることになる，という構成を学習指導要領作成にたずさわった当事者自らが認  

めていることになる。   

こうしてみると，やはり地誌学ないし地理学的立場からいえば，現在の小学校における  

国際理解学習は，誠に落ち着きの悪いものということができ・る。国際理解教育に先立って  

（ないしは少なくとも並行して）小学校段階で体系的，総合的とはいえないまでも，ある  

程度の世界地誌学習を行うことはできないものであろうか。   

それとも，坤理的な学習は後回しにし，子どもの発達段階にあわせ日本と関わりを鍵に  

して，外国人と知り合うという形の国際理解学習を進める方が妥当であろうか。家族，学  

校の友達や先生，近所の人，といった線の延長，に日本の仕事や留学できている外国人に，  

いわばお付き合いの密接な知り合いの人としての外国人といった役割を演じてもらうとい  

う感覚での学習の方が，無理がないのであろうか。   

これら二通りの考えのいずれをとるかの検討が，今後の課題であろう。  

tlt 先駆的例とその評価   

小学校における国際理解教育についても，新しい学習指導要領のもとで，すでに幾つか  

の意欲的な実践例が知られているが，その中で，筆者らが視察あるいは資料収集を行った  

二，三例について，紹介し，その内容について評価を試みよう。   

滋賀県栗東町治他東小学校は，平成2年度から文部省の開発研究指定校として「生活体  

験科」を設置し，「未来に生きていくために必要な力はなにか」を究めるための「生きる  

力をはぐくむ体験学習」を試みている。全学年とも週3時間を生活体験科に割き，国際文  

化領域，産業技術領域，福祉交流領域，情報活用領域，の4領域について生活体験学習を  

行っている。このなかで国際文化領域については，外国人留学生を招いて，ゲームや歌，  

英会話，給食を共にしながらの交流，などを行っているという。   

過3時間をとっていても4領域を設定しているので，国際文化領域一つにとれば必ずし  

も十分な時間をあてているとはいえないが，そのような制約のもとで，他の領域について  

も多彩なメニューが用意され，積極的，意欲的な試行を行ったものとして注目される。   

生活体験科という枠組みのなかに収めていることに関しては，長短の両面があると思わ  

れる。長所としては，全体として生活体験学習の実が上がり，生き生きとした経験学習が  

できることであろう。しかし反面，生活体験学習の粋があるため，多様な学習形態を持つ  

べき国際理解学習が，外国人との触れ合いといった限定された内容になってしまい，外国  

からのゲストを招いて“お客さんゴッコ”といった非日常的のイベント遊びに終わる（そ  

れのみでも意義はあるが）恐れもある。また，生活体験科という括りのなかの国際文化領  

域も社会科をはじめとする国際理解学習関連教科の学習とどう、関わらせるかが課題であ  

ろう。   
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国際社会を主体自勺lこ生きる人間と して必要な自：妻笹：と資質を尋匿う。   

6  年  

世界の動向に目を向け、国際社会  

に生きる人間としての自覚を身につ  

ける。   

5  年  1 － 2 ・ 3 年  

世界には、色々な国があり、日本  

は、世界の多くの国との関わりを大  

切にしていることを知る。   

4  年  
－－－1－・一－」トーーーーー・川一一＝－・－一一－一一一一一   

国際社会のなかで、外国の人々の  

立場や言葉を理解することの大切さ  

を知る。   

国際協力が求められる、これから  

の社会のために、絶えず自国と世界  

のあり方を考えることの大切さを知  

る。  

外国の人々の生活や考え方を尊ま  

しながら、積極的にコミュニケーシ  

ョンを図ろうとすることがことがで  

きるようにする。  

国際社会の一員として活躍できる  

素地を養い、積極的に外国の人々と  

⊃ミュニケーションを図ろうとする  

ことができるようにする。  

外国の様子や官業に興味をもち、  

外国の人と仲良く捜し、自分の気持  

ちや考えを伝えようとすることがで  

きるようにする。  

自分の聞きたいことや言いたいこ  

とを中心に、はずかしがらずに、コ  

ミュニケーションを図ろうとするこ  

とができるようにする。  

英 冨苦 学 習 の 学 年 目 標  

全体目標  英矧こ対する興味・関心をもち、英語で表現しようとする基礎的な能力を集い、外国の人と積極的にコミュニケーショ    ンを図ろうとする態度を育成する。   

1 － 2 ・3 年  年  
学  

年  ・軟やゲーム等をとおして英語の先  ・新しい言葉、新しいことを知ろう         耶 ・相手の話ぷりを参考にして、間遠  「‾相蒜去㍍を蒜三∴自分の首   音やリズムに親しむ。  いを恐れずに自らすすんで、英語を’  語義現を、より充 
目  

とする態度を育成する。   －こうとする意欲を育成する。  応答できるような習  

構  

l 

吾皇   
一  
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蓑2 ハロウィーンを扱った具体的な学習指導案（大阪市立味原小学校）  

⊂1 0月一美裏書学習手旨導富十画某コ   

題材：ハロウィーン  
目標：（1レ、ロウィーンの歴史とその行事について学ぷ  

（2）歎や色のいい方を学ぷ  

時間   1～3年   4年   5年   6年   

・初対面時の挨拶を学ぷ  ・簡単な自分の気持ちの嘗  ・まとまった英語を聞く事  ・まとまった英語を聞く事  
（官給材料）   い方を学ぷ   に慣れる（D   に慣れる①  
Hi，Mynameis～   （言語材料）   （苦言吾材料）   （言語材料）  

Nicetomeetyou．   ldon’tlike～   Thenameof Ela1lolヾeen  Thenameof＝alloheen  
・ハロウィーンの紹介  ・挨拶の方法を学ぷ   Jack－O－1antern，PUmPkin，  Jack－0－1∂ntern，PUmPkin，  
（言語材料）   （吉富喜材料）   Cat．h！itch，ghost，devil，  cat，Hitch，ghost．devil．  
Thenal陀OfHa1loHeen  HoHareyOu？   apple   ∂PPle  

Pu叩kin，Cat．Hitch，  1’mfine，Thankyou，Ho＝  ・数字の導入   ・数字の導入  
ghost   areyou？   （言語材料）   （言語材料）  

Ⅰ’mfine，Thankyou．   （1～20）   （1～20）   

・まとまった英語を聞く事  ・まとまった英語を聞く事  ・まとまった英喜吾を聞く事  
2  に慣れる   に慣れる②   に慣れる②  

（言語材料）  ・数の定着（1～20）  ・歎の定着（1～20）  

ThenameofHalloHeen  ・応答の方法の導入  
PUmPkin，Cat．1ヾitch，ghost，  （言語羽料）  

devil－aPPle  ＝hatiミthis？It’s～     Hhaとisthis？It暮s－   

・数字の導入  ・まとまった英語を聞く事  
（言語材料）  に慣れる③  ー  
（1～20）  ・色の導入  

l  

（言語材料）  （富治材料）  

Thenaneofcolors  Thenameofcolors  
black川hite，red，blue．  
ye11錮，blo裾n．green，gray，  
PurPle，Pink   P＝rPle・pink  －  

季   

・数の定着（1～20）   ・致と色の定着   ・敢と色の定着  
4  ・今月のまとめ   ・Jack－0－1anternのお面作  

り   り  
i   

（言語材料）  
・昆真の部分の語の導入   
彦真の部分の結  

5  face，head，eyeS．earS．nOSe  
，mOUth．hair．1ips．cheeks．  
Chin   Chin   

・買い物の仕方を字ぷ①   
（言語材料）  

【toHmuCh～？   ー一 

・買い物の仕方を学ぷ②   

l   

（言語材料）  

（言語材料） Ho11たUChisLhis？lL’s～  

IwanL～   5 

。 

・今月のまとめ   ・今月のまとめ  
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t刃lこl：上それぞオ1．靂■な■も文イヒ力まあ・争こと裾ヒ矢口り、世界の人々の生子吉や考  

メし方を理角弔しようと－す‾・るとともⅠこ、 これカ＞らの社会を∃三体自勺iこ生善・も」二  

でま朗蓼なレヽ■うレヽ■うな人たちと柵魔的lこ＝コミュニケーシきニノ毒ヒ図・ううとす  

る賊の職をめぎす研  

1年   2年   3年   4年   5年   6年   

●日本という6Iを知る  ●日本を知る．   ●日本のよさを知る．  ●巳本のよさを知る．  ●日本国有のものを知  ●日本固有のものを知  

手書  ・町、ホ、醐  ◆世界を知る．   ◆世界を知る．   るとともに、8本の  るとともに、日本の  

◆他の可のことを知る  笛   ・大きな地図   ・仙t【け刑ンピーク   よさを知る．   よさを知る．  

・知っている包  ◆他の国のことを知る  （校区→市→日本  1日本と世界の関級を  ◆世界を知る．   ◆世界を知る．  

ー邦らない鱈   ・こんな躍のことを  →世界）   知る．   ・世界惰，世界の  ・世井の箆史  

・雷，）ピ触   見た、聞いた   ・1サ〉ビ欄  ・外匿文化   事件   ・世界的Ⅶ  

側砂削こ必費な態  ・椚yピサケ触四  ■8本と外国の脈を  ・ローマ字   ■日本と世界の関係を  t甘木と世界の関取  

よを集う．   ■8本と外帥を  舞Iる．   脚、大  知る．   知る．  

⑳（外℡の）人々  知る．   ・身の回りの外田裂  取   ・外硯の嵐描、讐細  ・箆史的なつながり  

増■  ▲世界の中の日本であ  ・貿易間係   ▲風俗、文化の共通  

⑬暢しく、濃かい  もの   ▲日本の中の世界を知  ることを考える．  ▲日本と世界のあり方  点や相違点  

心   （外相）   る．   ・国際ニ1－ス   を考える．   ・tあ離撫  

◎恥ナ合う気持ち  ★脚に必要な惣  ・日本に住むく乗る  ・オり〉ビワ神意味  ・国際協力（具体例  ▲日本と世界のあり方  

◎自分の考え、気  度を集う．   ト外国の人々  ★脚に必要な懲  に即して）   を考える．  

持ちをはっきウ  ㊥～◎   ★脚に必要な態  度を養う．   ★四倍理解に必要な惣  ・捌台  

均しようとす  ⑳自分の考え．気持  度を養う．   ㊥、◎   度を♯う．   ・世界平和への遭  

る．   ちを正しく相手に  ◎～◎   ①自分の剥きたいこ  ㊥－◎   ★脚に必豪な諺  

【∃  伝えようとする．  ①自分の考え、気持  とや甘いたいこと  ◎状況や相手の立場  度を養う．  

ちを分かりやすく  を整理して．恥す  を考え、進んでlミ  ＠⑬◎＠①  

伝えようとする．  かしがらすに表現  

しようとする．   とする．  生きるため、自分  

（積極的に美拝を用  

いる）  自分の役遇研こつい  

①外国の人々の生活  

穣  や文化を尊慮する   

●→8本を知る ◆→世界を知る ■一日本と世界の間係を知る ▲→日本と世界のあり方を考える ★→四椰に必要な態度の育成   
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大阪市立の味原小学校と同じく真田山小学校の二校は，平成4年度から文部省の英語教  

育の開発研究指定校となり，国際理解教育の一環としての英語教育を行っている。1～3  

学年は月1時間，4年週1時間，5～6年は週2時間で，外にも全校行事が組まれている。   

外国人講師のほか，英語の教員免許を持つ日本人の教師と講師たちからなるスタッフを  

持ち，教科書やノートを使わず，テストもせず，外国人との積極的なコミュニケーション  

を図ろうとする態度を育成することを目標としている。   

大阪市立味原小学校の国際理解教室と英語学習の学年目標（表1）を示す。両者の関連  

がよく解り，整合性を持つ，明確な目的意識に裏付けられた優れた計画ということができ  

る。欲をいえば，《結局はいかに英語（発音～会話）をマスターするかが目的になるので  

はないか》，という懸念を払拭するものであって欲しい。それは，国際理解のための道具  

〈方法〉である英語学習が，目的に置き換わってしまう恐れもあるからである。   

ハロウィーンを扱った具体的な学習指導案（表2）をみると，ハロウィーンの歴史と行  

事について学jミという目標と英語での数や色のいいかたを学ぶという目標との，二つが掲  

げられているが，後者つまり英語学習そのものの学習に重点が置かれているようにみられ  

る。筆者たちの中には，自分の子どもを米国の小学校に通わせた経験を持つものもいるが，  

その体験からハロウィーンはコミュニティのあり方と関わることを実感している。日本の  

各地にも，昔は村の行事の主役を子ども達がつとめるものがあったが，ハロウィーンも共  

通点がある。違いは日本のそれは古い農山村的な慣習にとどまったのがはとんどであった  

のに対し，ハロウィーンは都市中心の米国の市民社会に根付いていることであるが，それ  

だけに犯罪や事故とも結び付きやすい危険性がある。そのような性格の違いを理解させる  

のは難しいとはいえ，他国の社会そのものを学ぶ良い材料であると考えている。   

英語のマスターに力点が置かれるはかに，社会的な問題にも目を向け，また，ハロ  

ウィーン，クリスマス等，年中行事を取り上げる以外に，日常的な生活も取り上げれば，  

なお一層効果的になるであろう。   

また，真田山小学校の場合は，同じく英語に力点を置きながらも，全体指導計画（表  

3）をみると「日本を知る」「世界を知る」「日本と世界の関係を知る」「日本と世界の  

あり方を知る」「国際理解に必要な態度の育成」の5点の目標から構成されており，より  

全教科参加型になっている。   

現段階では，試行錯誤しつつも，より効果的で有意義な国際理解学習のあり方を探らな  

ければならないが，大胆で意欲的，創造的な試みを行っている前記の各校に敬意を表した  

い。  

IV 岩手大学教育学部付属小学校における実践の成果と課題   

岩手大学教育学部付属小学校では前節に紹介した3例とは，異なった手法，すなわち社  

会科を中心とし，子どもたちに調査や意見発表を行わせるなどという形の授業などにより，  

国際理解教育の実践が始められている。同校の実践は「自己教育力を育てる授業」という  

主題による研究の一部である。その一環として社会科研究部に属するメンバーも，幾つか  

の実践を通じて，この主題に取り組んできた。その実践例の一つが6年生を対象とした  

「自分なりの考えを生かし，国際理解を深め合う指導のあり方」の研究であり，「大単  

元：世界の中の日本」のうちの「日本と関係の深い国々」の実践（久保1992）である。そ   
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の実践計画および実践のうち，児童の実態の把握と，学習課題についての話し合い，及び  

学習計画の立案に関する部分を以下に再録する。  

《指導計画》  

① 世界の国々の様子や，日本とのむすびつきなどについて児童の興味・関心・経験など   

実態を捉える。   

（質問紙）  

② 学習課題「日本は世界の国々と，どのように歩んでいったらよいのだろう」について   

話し合い，学習計画を立てる。   

（○仮説 ○研究内容 ○調べる方法や表現方法 ○グループ編成）  

③ グループごとに調べ，発表の準備を行う。   

主な資料：教科書，新聞，「中学地理資料」，「少年朝日年鑑」，テレビ番組  

④ 発表会を行う…しらかばサミット（学級名が「しらかば組」であることと，7つの国   

をそれぞれ代表する立場から子どもたちが発表を行い，留学生も招いて開いたことから   

命名した）  

⑤ 学習課題に対する第二次自己見解をまとめる。  

《実践の概要》  

（1）児童の実態を捉える。  

Ql．世界には，たくさんの国があります。あなたは，どんな国を知っていますか？  

回答は省略するが，おおむね10カ国～30カ国ぐらいの国名を，どの児童も記述  

していた。  

Q2．あなたが実際行ってみたいと思うのはどんな国ですか。また，それはなぜです  

か？  

衝lけくいから  

ー● 
て亡 ジフし   

●ラ；．ーふγ〟〉ス7′ンつ  

ゝ、 、 乃 一 両1、ヱ 

シーが7リ、、ス、、入行．ム‥女咽乃t－●か  

万々1、：雫ちか∫＿   1ろゎ、g＿  アメリカ  

中l極、ヒ乙も、封示畑  
Dミア  努主な噛も阜く  了人 しlカ  

Llち可う甘頼u  ミしヲ吋l、hち．呈人サら、い1  

＼うかあル紳づ佳良L組、叫  

今．乍〈TL－1人マわヾ  

常長し仁㌢丁卜て鼠て  

オ宜し、ヒ＆ネaら しみ、写廿・そうな，た仇  
げLちでLらへI－てみ仁レ   
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Q3．1にあげた国で，あなたが現在知っていることを答えてください。  

114  

図2 岩手大学教育学部附属小学校に  

おける「日本と関係の深い国々」  

の実践・Q3の回答例（一部）   

（D  

馨机上ワシホン  

が桝－こた柄物軌抽転句 吋サ知れtヽ、カ．  
澹
塑
叢
 
 

下 
、ミ勇  

ニ簡  

Q4．世界の国々と日本はどんなことで協力していると思いますか？  

○他の国々と日本はお金や品物を援助している。…22人（学級の児童数は39名）  

○世界の国々と貿易しあっている。  …22人  

○スポーツなどで交流・協力している。  …8人  

○平和活動に参加している。  …5人  

Q5．新聞やテレビなどで世界の国々のことが話題になります。世界の国々のこユー  

スで不思議だと思うことやよく意味のわからないということを書いてください。  

（回答省略）  

（2）学習課題について話し合い学習計画を立てる。   

知っている国，新聞にとりあげられている国を板書でまとめた後，学習課題「日本は世  

界の国々と，どのように歩んでいったらよいのだろう」を提示。  

T．この課題について，現在の自分の考えを書いてみなさい。  

C．貿易などを通じて，お互いの国の良いところを交換してゆけばよい。  

C．戦争などがない世界になるように努力していけばよい。  

C．日本は経済大国なのだから，貧しい国に積極的に援助してゆけばいい。  

C．日本は，もっと他の国と理解し合い，助け合っていけばいい。  

T．なるほど，では，例えばアメリカとの関係やおなじアジアの韓国などとの関係を考え  

た時，どんな貿易をしたり，どんなことで援助していったら良いのですか？  

C．…  

T．そこで，これから具体的に外国の国を決めて調べてみたいと思います。   

（調べる内容について話し合いまとめる）   
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○世界の国々の位置，歴史   

○世界の国々における人々の生活   

○世界の国々と日本の結びつき   

○世界の国々のなやみ，問題点   

取り上げる国々も 中国，韓国，ベトナム，フィリピン，ブラジル，アメリカ，の7か  

国とし，班ごとにそれぞれの国の担当を決め学習に入った。そして後日，調べたことをも  

とに，担当した国の立場で意見交換会（しらかばサミット）を行うよう計画した。さらに，  

この会には，岩手大学に留学生として学んでおられる方々をお招きして交流しあえるよう  

設定した。  

（3）発表会を行う。   

（以下省略，詳細については久保1992を参照されたい。）   

なお，留学生に参加してもらって，児童による，その国についての調査の結果の発表，  

引き続き質問や意見の交換があり，その固からきている留学生のスピーチを聞いた。発表  

会のあと，再び児童それぞれによる自己見解のまとめを行った。   

この実践を通じて明らかになったことを要約すると次の通りであった。  

①児童の実態をしらべてみると，テレビ，新聞による情報量は予想以上に豊富にあるが，   

反面，自分の関心や興味の強い部分に局限され，かつ断片的な知識であった。  

②学習課題の把握をさせてゆく過程で，児童は外国を具体的に調べる作業を通じて，外か   

ら逆に日本を見てゆく見方を持つに至ったといえる。  

③児童自身，他の子ども達，留学生などの発表，スピーチ，話し合いなどによる「学びの   

場」の設定と実践を通じて，子ども達の考えの深化・発展が得られた。   

このような実践を，国際理解学習としての側面から，再点検してみよう。そうすると，  

次のような諸問題が指摘される。  

○テレビ，新聞による豊富な情報量に見合う，あるいはそれらを活かす実践であったであ   

ろうか。一般論としていえば，これまでは，学習指導要領も教師も，小学生の海外に関   

する知識量を，あらかじめ低く見積もっていすぎたのではないか。  

○関心や興味の強い部分に限られがちで，断片的であった外国に関する知識が，実践のあ   

と，その国について果してバランスのとれた的確な実像が把捉できるよ■ぅになったので   

あろうか。（きわめて難しい問題ではあるが…。）  

○児童が外から日本をみる視点を持つということは，客観的，科学的な日本像へとつなが   

るという点では重要な成果である。しかし，まず，世界全体のことが把捉できて，日本   

が理解できるのではないだろうか。日本がわからなければ世界もわからない，と考えが   

ちであるが，実は世界がわからなければ日本がわからないのではないか。   

これら再点検の各項目は，我々の今後の研究への足掛かりとして列挙したもので，一種  

の「無いものねだり」的な意見でもある。この実践は，学習指導要領に依拠しており，  

「我が国と経済や文化の面でつながりが深い国」を切り口にして，「『相手国の人々の生  

活やものの考え方』を理解し，尊重する態度を育てる」という狙いにそって構成されてい  

る。その限りでは，ある程度，満足のゆく成果を上げたといえるのであろう。   

実践の最終段階での児童による自己見解のまとめでは，経済援助や貿易摩擦における日  

本の役割について述べた子どもが多かった。経済的な問題への関JL、の高さを示していると   
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いえよう。他国の文化についての子どもたちの考え方の深化については未だしの感もある。  

文化の多様化，他の文化への理解こそ，国際理解の中心であり，政治経済の問題と同様も  

しくはそれ以上に重要であるから，／ト学校段階では，その下地，ないし素地が育まれるこ  

とが期待される。そのような多文化教育が，小学校，中学校，高校，さらには高等教育機  

関や生涯教育の場などを結ぶ一貫的な体系の中でなされるならば，日本国民対外国人とい  

う狭い枠組みにとらわれた考え方からの脱却ができて，はじめて，世界市民（大津1992）  

への道が拓かれてゆくのであろう。   

この多文化教育（／ト林・江淵1985など）は，一般にほ，一国内に多民族が居住する，い  

わゆる多民族国家において進められており，他国との関係を中心に取り扱う国際理解教育  

とは別個のものと見なされることが多い。しかし，実はこの両者を包括し，より高めるこ  

とが，世界市民を育み，地球的市民性の育成（西脇1993）を果たすものとなるのではない  

だろうか。  

∨ 問題の所在について   

以上のような検討から，問題点を次の三点にしぼってみた。  

1．日本対外国，日本人対外国人というこれまでの図式をどう克服して，真の国際理解に   

達しようとするのか。  

2．同心円的拡大論にみられるような子どもの認識の捉え方と国際理解教育とほ矛盾しな   
いのか。  

3．国際理解教育における社会科および社会科教師の役割は何か。   

以上，それぞれの問題点について検討する。  

1．日本対外国，日本人対外国人という図式をどう克服するか。  

国際的に活躍する日本人を育てるのではなく，世界市民そのものを育てるのが国際理  

解教育ではないか。  

異文化理解の教育ではなく多文化理解の教育なのではないか。   

この問題は根の深い問題である。島国で鎖国の歴史をもつ日本人は，「異人」，「外  

人」と他国の人々を呼び，これに日本社会のもつ強烈な「内」と「外」との峻別の感覚が  

重なっている。他方，経済大国となった日本が，国際政治のなかでも大国的責任を果たす  

べきであるという内外の要求も高い。このため，国際化時代に相応しい人材の育成という  

言い方は，まさにnation間の問題に日本国の名も あるいは日の丸を背負って活躍する  

「国際的日本人」を育てることに目標をおかれたため，国籍を超え，全人類のために活躍  

する「世界市民」（例えば「国境なき医師団」のような）を育むという，より本質的，根  

源的な理想の実現に向かうという視点が欠落し，国対国，国民対国民という対置構造のみ  

が重視され 個人と個人という関係にまで深まらないままになりがちなように見えるのは，  

極めて由々しいことである。この問題との取り組みには，社会科領域を中心に，全教科的，  

全人的な対応が必要であろう。   

「学びの場」の設定として，外国人に日本の子どもたちが向き合うという形が作られる  

ことは，当然のようではあるが，その結果，いつも日本国民として世界と向き合うという  

形になることが，本当に妥当なのであろうか。筆者の一人久保の前記の実践で，子どもた  

ちが「相手」になるはずの国の立場に立って，その国の人として発言する，という試みを   
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行ったのは，この問題点解決への一つの取り組み方といえよう。  

2．同心円的拡大論と国際理解教育との間の矛盾をどう考えるか。   
／トさい時から海外の情報をもっている現代の子どもたちに同心円的拡大論はなりたた  

ないのではないか。   

現代の子どもたちにとって，世界は時間的，空間的に非常に縮まっている。子どもたち  

の得ている，世界に関する豊かな情報量を，質の高いものに組み立て直し，より高皮の認  

識へと導くためには，早い時期から，広い世界，我々の生きる地球という惑星も知的に  

把握することが大切であろう。近所のガキ大将に率いられ，近くの空き地で遊び，近隣の  

大人たちに見守られつつ育った世代には，たしかに地域認識に同心円的拡大がみられたで  

あろう。しかし，その事の是非はともかく，家でテレビ番組やファミコンを楽しみ，週末  

には親に郊外のアミューズメント施設へ連れていってもらい，旅行でディズニーランドヘ  

ゆき，時には海外旅行にまで出掛ける，という現代の子どもたちの教育においては，旧態  

依然とした同心円的拡大主義のみではもはや適用できないのではないだろうか。国際理解  

教育を受け入れるための基礎としての，世界地誌学習こそが先行さるべきではないだろう  

か。その世界地誌学習は古い詰め込み主義的，暗記もの的地誌学習ではなく，世界を構成  

する自然環境と，その中に生きる人々の生活や生産，さらには交流の様子を，生き生きと  

学ぶものであって欲しい。   

しかし，その一方で，身近かなものから広い世界へと，自然な認識の拡大を促すことに  

も意味はあろう。したがって，個から全体へ，全体から個へ，という双方向のとらえかた  

の中で認識を高めてゆくスパイラルな形の学習を創りあげてゆく努力が必要であろう。  

3．国際理解教育における社会科教師の役割をどのように考えるか。  

英語教育イコール国際理解教育ではない。  

国際理解教育は国際言語理解教育ではなく国際社会生活理解教育ではないか。   

言語は道具である。国際理解教育を言語学習そのもので置き換えることはできない。方  

法概念として「言語を教える」ことは必要であるが，目的概念として「言語を教える」た  

めの学習のみになってはならないと考える。とはいえ言語教育はもちろんのこと，社会科  

のみ，あるいは生活科のみが，国際理解学習ではない。あくまでも国際理解教育は，全教  

科の関わる全人的教育であり，1年生から6年生までの全学年に亙って学習すべきもので  

あり，内容は「世界市民教育」でなければならないのであろう。その「世界」について，  

「市民」について学ぶ社会科は，それゆえに国際理解教育の核にならなければならないの  

である。  

V一 国際理解教育における基本的な四つのL   

国際理解教育における，基本的な柱となる学習領域は次の三つのLで，それを第四のL  

が結んでいるのであると筆者らは考える。   

すなわち，  

第一のL：Lifeの学習，世界の諸地域の人々とともに生きるための生活の学習  

第二のL：Landの学習，世界の諸地域についての地誌的な，しかも生き生きとした  

学習   

第三のL：Languageの学習，世界の人々と考えや気持ちを通わせるための言語の学習   
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の三者であり，これらを繋ぐものが，人類の愛，地球への愛，すなわち第四のL：Love  

なのである。   

Lifeの学習指導は社会科と，社会科を核とした生活科が中心となって，他の教科とも協  

力して進めるものとなる。この部分を中心としたものが，滋賀県栗東町立治田東小学校の  

事例といえよう。   

bndの学習指導は地理的分野を中心とした社会科が主体的に取り組むべきものである。  

岩手大学附属小学校における前記の実践例は，ここに中心がおかれていたといえる。   

bnguageの学習指導は，英語などの語学教育の担当者が行うもので，国語科，音楽科，  

それに社会科の協力も必要であろう。大阪市立の味原小学校と真田山小学校の実践は，こ  

の面を中心に展開されているものとみることができる。   

これらを総合するbveは，社会科のはか，道徳，生活，などの各科や，学級活動などが  

関わるが，さらに教科の枠を超えて，児童と教師（とゲスト等と）が創りだすものであろ  

う。   

今後，筆者らが目指すものは，上記の三者にあわせ，さらに第四のLを希求するものと  

考えている。  

V”おわりに   

本稿では，以上主要な問題点の指摘を行った。ここに挙げたような問題点への対応に  

ついて，筆者らは今後の具体的な調査や実践を通じてその解決への方途を探ろうとしてい  

る。それら実践的，実証的な成果については次報以降において報告する予定である。   

なお，これらの問題点の解明・解決が，そのまま国際理解教育の基本的問題点の解明・  

解決になると考えているわけではない。このはかにも多くの問題があり，そして，もしそ  

れらのはとんどを解決したとしても，「それでも誤解や偏見は残る」ことを認識していな  

ければならないと考えている。   

なぜならば，そもそも他者を理解することは至難であるからである。その困難さについ  

ての認識は，常に教師の念頭になければならない。これまでの国際理解教育論のほとんど  

に共通していたオプティミズムに対して，これからの教師には，それに共鳴，共感する情  

熱とともに，その限界をも知るクールなまなぎしも無ければ，真の国際理解教育への道は  

歩み得ないのではないだろうか。もちろん不可知論のみでは，国際「理解」教育は成り立  

たないとはいえ，手放しで「理解しあえる」筈だというわけにもいかないのである。   

具体的な例を挙げれば，日本人（に限らないと，ある米国人の友人はいうが）の多くは  

最初の海外旅行で訪れた国も最も好きな国，印象的な国とする傾向がある。海外旅行と  

いう，まさに体験的国際理解学習の絶好のチャンスともいうべきものが，意図せぬ主観的  

な世界観を形成してしまうのである。その外にも，外国人と友人になり好感を持つと，そ  

の人の母国が好きになるなど，似た体験の例は多い。ある国を知り，その国を愛するよう  

になる，そのこと自体は決して批判さるべきことではない。すなわち，上記の問題点のさ  

らに先にある問題は，そのような主観的な感情と，科学的客観的な視点とを，併せもつ平  

衝感覚を，子どもたちの中にどう育てていくか，であろう。   

Ⅵ章で述べた四つのLからなる国際理解教育を構築するためには，各教科の協力を得な  

ければならないし，校種を越え，さらに生涯教育をも視野に入れた一貫性を持たせるため   
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には，中学校をはじめ，各校種の学校の協力を得なければならない。   

まだ筆者らのグループの研究活動はその緒についたばかりである。この′ト論に対するご  

意見，ご叱正もはもちろんのこと，その他，今後の国際理解教育に関する研究活動全般に  

ついてのご教示，ご指導を心からお願い申し上げる次第である。  
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